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十素子集中定数180° 位相差ウイノレキンソン型分配器
本研究では十素子集中定数 180° 位相差ウィルキンソン型分配器（図 1.(b ））を提案し、従来
の1素子の回路（図 1.(a））との理論特性の比較を行い、更に、提案する回路の理論と実験の結
果を比較し、検討を行った。
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(b)lO素子集中定数回路図1.(a)ll素子集中定数回路
Cp=Cpaニ1/(2・20.5),lw二 20.5,CL=CH=l, 
lL=lHニ1,ga=l/2, lpa=2+2°・5となる。図 2では新しく提案した 10素子の回路と従来の 1素
子の回路との特性比較を示す。
c2=1120.s、ここで、各素子の規格化値はci二 20.5、
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(b）位相特性
1素子ウィルキンソン・デバイダに比較すると広帯域性では劣るが大差なく、 11素子と
同様に活用できるものと思われる。市販チップキャパシ夕、インダク夕、レジスタを用いた
実験では理論と一致する結果を得た。
図2.(a）反射と透過特性
電力分配器に基づく新型分布定数多分配器
本研究では、 BP電力分配器の等価回路モデルにより新しい等価回路モデルを発見し、新型
小型化回路を実現した。元の回路が線路の特性インピーダンスを自由にし、長さを特定にす
るのに対して、新しい回路では特性インピーダンスを特定にし、長さを自由にすることがで
きる。図 5の（a）と（b）はそれぞれ元の BPS分配器と新型5分配器のパターン図を示す。
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(b）新型5分配器
図6では新しく提案した5分配器回路と従来の BPS分配器回路の特性比較を示す。
図5.(a)BP 5分配器
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理論特性比較
線路の長さを自由にできることで効率良い小型化が実現した。 BP電力分配器との理論特性
比較では、分配器の特性が改善されている。実験では理論と実験の良好な一致を見た。
図6
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